
平成 30年度 中学校教育研究協議会御案内

平成 30年 4月 吉 日

ご あ い き つ

春爛漫の季節を迎え、先生方におかれましては、益々ビ盛況のこととお慶び申し上げます。ま

た、日頃から本校の教育実践や研究に対し、格別のご理解とご協力を賜り、ここに厚く御礼申し上

げます。

本校では、平成 27年度から平成 29年度の 3年間の先行研究「社会を主体的に生き抜くことが
できる生徒の育成」の中で、「指導と評価の一体化」を図つた確実な学習の成果の積み重ねが、生

徒の「主体的な学びJの実現へとつながり、その鍵となるのが各教科等の特質に応じた「見方・考
え方」であることを見いだしました。

平成 33年度新学習指導要領の全面実施に備えて、主に各教科等による学習指導法の改善を研究
することとしました。そのため、新学習指導要領が目指す方向性を含めて、改訂の経緯やその背景
についての検討を行い、教科等の特性に応じた「見方 考え方」を働かせた学習指導の工夫に焦点
を当て、実践いたしました。中学校教育研究協議会では、各教科等の特性を踏まえた研究の成果を

発表いたします。
つきましては、是非ご来校いただき、ご意見・ご指導を賜りたくご案内申し上げます。

埼玉大学教育学部附属中学校長  道 工  勇

平成 30年度 中学校教育研究協議会開催要項
1 研究主題

新学習指導要領に基づく学習指導法の改善
―教科等の特性に応じた「見方・考え方Jを4JIかせた学習指導の工夫―

2 期  日  平成 30年 5月 29日 (火)・ 5月 30日 (水 )
3 会  場  埼玉大学教育学部附属中学校  〒3860021 さいたま市南区別所 425

月蔓言舌  048-862-2214    FAX  048-865-6484

4 趣  旨  上記主題のもとに実践上の諸問題について提案,および研究協議をする。
5 主  催  埼玉大学教育学部附属中学校
6 後  援  埼玉県教育委員会 さいたま市教育委員会 埼玉県連合教育研究会

埼玉県中学校長会 さいたま市中学校長会 埼玉県市町村教育委員会連合会
フ 日  程

12:30-

受付

13:00 ^ヤ  13:50

研究授業 I

移

　

動

14:05  ヽ14:55
研究授業 Ⅱ

ワークショップ

講演会

移

　

動

15:10 ‐

15:25

校長挨拶
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※教科等分科会等には講演会も含みます。



8 教科等研究授業 研究協議 (分科会 )

第 1日  5月 29日 (火 )
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第 2日  5月 30日 (水 )

(1)研究授業等 1校時 (1300～ 1350) 2校 時 (1405～ 1455)
蠍1等 学年 紅 t‐ 峙 授  業 者 距 オオ 等

社 会

1千 B紅 1 二 |I  Ⅲ
=イ
ヽまでの日本

2年 B組 2 内 蒸  =太 日本の様 々な地域 ～ 日本の I● 政区分 を考 えようヽ
3年 A紅 1 齊 藤 耕 太郎 私たちと現ィヽ社会

IR健

体市

1年 D● 2 内 口  式 子 ダ ン ス
2年 C紅 1 日

'「

 健 件 ハ ン ドボール
3年 C紅 1 い澤 ■康 くドミン トン

l・ 17

家庭

3年 D● 1 木 村  僚
新学習脂導要, DI情報の技術
|[,ネ ′ヽ ロー′を

'用

tた■1向性のあるJン テンツのプロ′ラミンタ
技術分野

1年 C組 2 大 円 さわ 子 生活 を豊かにす る「オ リンナルバ ッグの製作 J 家庭分野

英 語

i rr A組 1 前 日 砂 矢 香 P「。9「em3 ウッ トt生 がや ラて きた
2年 A紅 1 高精  人 一 P「 ogrom3 Whni Co■ We De lo,O he「s,

3年 C組 2 菫
= 
守 P「 09「 Om3  The 3Rs 10 3ove iheビ orlh

学校

保掟

3年 B担 1

長 漬 美 智子
|■活動 (2,適 ltと 成長1,健康1全

3年 D紅 2 7-ク ショ フブ

(2)研究協議 分科会 (15:10～ 1645)
薇
=

研 究 二 菫 指 ■
"言

者 司  合  者

社

^

公民としての資質 能カ
のヽ資 を育成する社会 ll

学習
ヽ■従が見オ 考 え方 を

lllか せる

学習活動を二 してヽ

県牧百局市囁ヽ え技
'「

,お天育指導諄指諄三事
菫 同  "え

戸口市立笹 日中学技

教諭  Jヽ 松 裕人
埼工大学
`教
授  谷  謙二

埼■人宇准教授  清水  ―.
埼工大学泄教授  宮崎 夫共

保建

体育
=体
百,な 学びを■ r保掟

体育の学習

県教育局県工■■|1保健‖肯課指導三専

全杉 博美 埼 i大 学教育学吉「!付 属小学薇
教諭  I.口  哲え埼工大学泄教授

石● ホ戌

薇 lJ

家r・

社会で■ きる資質 肯ヒカ
を育成する学習指尊
ヽ「見方 考えオ |″
働かせ豊かにすて,

学習指導をi重 してヽ

県教育局市町|え損|「表ll薇市指導課It指準
=事

,酉 丼 ―昭 秩父市立ス父第一ャ学技

教諭 根岸 うヽお■大学教授   .L本  オ1-

"工
大学准教墳 ■雀 光恙

県業育う市■1夫■
'「

義ll業育指1課指導ユ事

lt tt m子 さいたま市■与野綺中学校

茨諭 年塚  王ょ埼玉大学教授

・l村  笑薇

英 語

コミ ュニケー ンコンの質

の向上 を図る学習指車の

工夫

～ノトLI語 によるコ ミュニ

ケーションにお |サ イ,

見方 考え方を慟 ″ヽせた
薇業改薔 ヽ

県教育局F可

'1模
4義■教育指1課拮尊主事

矢口 岳人
越谷市立栄

=中
学 l‐

教諭  ll上   専
埼玉大学輩墳

■,   賢

■扶

保R
だ豊かな人間 1■ を有む

ための七専の工大

県私育荀県土■狡「ヽ保健lt育 課指導二事

芦, 息美 ,口 市立高等■棧
ヽ姜教諭 二橋 絵美埼工大学■枚演

t木 口 夫■



9備 本研究協議会は,教義指第 868号 (平成 29年 12月 22日 付)により,埼玉県教育
委員会の後援承認済みです。

・本研究協議会は,教学指 1第 9927号 (平成 29年 12月 27日 付)に より, さいた
ま市教育委員会の後援承認済みです。

11月しL
・当日,受付にて一人あたり資料代及び参加費として 2,000円いただきます。
(県内公立小中学校初任者は資料代及び参加費をいただきません。)

・両日の研究協議の内容につきまして,

本校のホームページ (ア ドレス http://v■ lv jhs saitama u ac jp/)に 掲載
いたします。ぜひ御覧ください。

会 場 案 内 図

●●
‐
玉大学教育学部附月中学校

さいたま市南区月1所 425
TEL 048-862-2214

FAX 048-865-6484

<F AX 048‐ 865‐6484>

埼玉大学教育学部附属中学校 宛
研究協議会に参加します。 平成 30年

所属名 学校名 人表者 ご方名

5月 29日 (火 ) 5月 30日 (水 )

教 科 等 芳 名 教 科 等 芳 名

※粋が足りない場合は用紙をコピーしてお使いください.


